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１．はじめに 
1.1 研究の背景と目的 

 現在、大学の国際化が急速に進展し、多様な留学生の 
受け入れをはじめ、国際的な学びの環境作りが求められ 
ている。中でも、混住型学生宿舎（以下，混住寮）は国

内でグローバル人材を育成する場として注目を集めてい

る文１)。2014 年度の「スーパーグローバル大学創成支援

事業（以下，SGU）」（文部科学省）においても、混住寮

の有無が採用基準に挙げられており、新設計画が増加し、

各大学は構想調書に基づく取組を推進している。 
現状の学生宿舎は、混住することを前提に計画された

ものはまだ少なく、単に物理的に混住させるだけで、教

育の観点からしっかりと計画/設計された寮はほとんど             
ない。また、学生宿舎に関する研究は、建築学分野では、 
留学生宿舎の研究が中心に行われており、留学生宿舎の

提供の現状を扱った鈴木の研究文 2)、施設と都市や地域な

ど外部との関係に着目した中摩らの研究文 3)などが挙げ  

 
 
 

られるが、混住寮に焦点をあてた研究はほとんどない。

教育学および社会学分野では、混住寮に関する研究は、 
日本人学生と留学生の人間関係構築に焦点を当てた研究

が中心で、横田・田中の研究文 4)、出口・八島の研究文 5)、

山川の研究文 6)などがある。また、国際寮が有する社会教

育的機能に着目した政宗の研究文 7)、混住寮のレジデン

ト・アシスタント（以下，RA）に着目した中村らの研究

文 8)、吉田の研究文 9)などが挙げられる。しかし、混住寮

の学びや教育的意義に焦点を当てた研究は少なく、建築

学と教育学の双方を結びつけた研究はまだ見られない。 

以上の背景を踏まえ、留学生と日本人学生が共に生

活する混住寮について、教育的効果の高い運営方法と建

築計画の手法の探求を視野に入れて、本研究では、大学

の混住寮の現状と先導的な事例を調べ、「居室と共用部

の空間構成」と「RAなどを活用した運営上の工夫」の 2

つの観点について特徴を明らかにすることを目的とする。 

 

 

 

 

混住型学生宿舎の計画と運営に関する研究 
－スーパーグローバル大学創成支援採択大学の先導的事例を対象として－ 

 
Study on Planning and Management of Mixed Residents-type Dormitories  

- Focusing on Leading Examples of Top Global Universities in Japan- 
 

○吉田千春*1，田中友章*2，飯田捷*3 

YOSHIDA Chiharu, TANAKA Tomoaki, IIDA Sho 
 

This study focuses on mixed dormitories where foreign and Japanese students co-reside, aiming to 
illustrate two perspectives, “composition of private/common living space” and “managerial practices 
involving RAs”. The survey took place at seven leading universities among 37 Top Global 
Universities in Japan. It has been observed that there exist diverse dormitory types, building plans, 
and clustering methods. The authors argue that specialists and resident assistants play crucial role 
in securing successful management of mixed dormitories and promoting their value as educational 
spaces. It is thus necessary to design mixed dormitories with two concepts in mind – “Education 
and Learning” and “Management”. 
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1.�  研究の対象と᪉ἲ 

本研究のᑐ㇟は SGU採ᢥ大学 37ᰯとし、ࡑの中より混 

住寮の提供に✚ᴟ的かつ先導的な大学をなᑐ㇟とする。 
本ㄽにおいては、➨୍に、SGU採ᢥ大学 37ᰯを「構想 
調書」に基づᩚࡁ理し、混住寮の現状のᢕᥱと課㢟のᢳ

出を行なった。➨に、ࡑの中から先導的な事例として

7 ᰯを取り上げ、ᐇ地調ᰝおよびᢸ当⪅のࣄアࣜング

調ᰝをᐇ施した。ࡑして、調ᰝ結果と集した㈨ᩱに基

づいてㅖඖをᩚ理した上で、ᖹ㠃ᅗに見られる「居室と

共用部の空間構成」の特徴をẚ㍑した。➨୕に、先導的

な事例 7ᰯの中から、特に RAの活用を✚ᴟ的に行ってい

る 2ᰯを取り上げ、ࣄアࣜング調ᰝを行って「RAなどを

活用した運営上の工夫」の特徴をᢳ出・ᩚ理した。 

 
㸰．�	�のࠕᵓㄪ᭩ࠖにぢࢀࡽる混住ᑅの⌧≧ 

 SGUはᖹ成 26年にබເ採ᢥが行われ、国際➇தຊのᙉ

化に取り組ࡴ大学の教育環境のᩚഛ支援を目的とし、国

බ⚾❧大学 37ᰯがබເ採ᢥされた。ୡ⏺大学ࣛンキング

トࣉࢵ 100 を目ᣦす大学をᑐ㇟としたタࣉ A（トࣉࢵ

型）13ᰯと、グローバル化を≌ᘬする大学をᑐ㇟とした

タࣉ �（グローバル化≌ᘬ型）24ᰯより構成されてい

る。37大学の「構想調書」をまとめたᴫせは⾲１の㏻り

である。「構想調書」によると、混住寮の提供については、 

ほࡰ大学が、「混住寮の新設」、「᪤Ꮡの宿舎の混住型

の㌿」、「᪤Ꮡの混住寮のᐃဨᩘのᣑ大」の 3つのいࡎ

れかを計画として挙げており、後 SGU事業の進展に

కい、各ᰯで混住寮の設⨨が増加すると⪃えられる。 

また、37ᰯの構想調書から、混住寮の取組の現状につ

いてḟの 3つの特徴が見られた。➨୍に、寮によって、

混住寮に住ࡴ日本人学生と留学生のྜにᖜがあること

である。留学生宿舎にᩘྡの日本人学生が居住している

寮から日本人学生と留学生が⣙༙ᩘのྜで居住してい

る寮まで様ࠎなタࣉがᏑ在し、採ᢥᰯにより「混住」

のᐃ義に┦当のバࣛࢶキがあり、まだᐃ義が༑分にᐃ

されていないことが分かった。➨に、大学のつᶍによ

らࡎ、多様な✀㢮の居室タࣉがࡳられたことである。

現在、混住寮の居室タࣉとしては、ಶ室タࣉ、ルー

ࣘ、ࣉアタ࢙シ࣒ のࣉトタࢵࢽ 3✀㢮がであるが、

特にࣘࢵࢽトタࣉにおいて、1 トあたりの人ᩘࢵࢽࣘ

にᖜ（3㹼8 人）があることが分かった。➨୕に、「後

の取組」のグ㏙において、様ࠎな教育的ྍ能ᛶを目ᣦす

構想がᏑ在し、特に RAの活用について多くの活用の方ྥ 
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活用した運営上の工夫」の特徴をᢳ出・ᩚ理した。 

 
㸰．�	�のࠕᵓㄪ᭩ࠖにぢࢀࡽる混住ᑅの⌧≧ 

 SGUはᖹ成 26年にබເ採ᢥが行われ、国際➇தຊのᙉ

化に取り組ࡴ大学の教育環境のᩚഛ支援を目的とし、国

බ⚾❧大学 37ᰯがබເ採ᢥされた。ୡ⏺大学ࣛンキング

トࣉࢵ 100 を目ᣦす大学をᑐ㇟としたタࣉ A（トࣉࢵ

型）13ᰯと、グローバル化を≌ᘬする大学をᑐ㇟とした

タࣉ �（グローバル化≌ᘬ型）24ᰯより構成されてい

る。37大学の「構想調書」をまとめたᴫせは⾲１の㏻り

である。「構想調書」によると、混住寮の提供については、 

ほࡰ大学が、「混住寮の新設」、「᪤Ꮡの宿舎の混住型

の㌿」、「᪤Ꮡの混住寮のᐃဨᩘのᣑ大」の 3つのいࡎ

れかを計画として挙げており、後 SGU事業の進展に

కい、各ᰯで混住寮の設⨨が増加すると⪃えられる。 

また、37ᰯの構想調書から、混住寮の取組の現状につ

いてḟの 3つの特徴が見られた。➨୍に、寮によって、

混住寮に住ࡴ日本人学生と留学生のྜにᖜがあること

である。留学生宿舎にᩘྡの日本人学生が居住している

寮から日本人学生と留学生が⣙༙ᩘのྜで居住してい

る寮まで様ࠎなタࣉがᏑ在し、採ᢥᰯにより「混住」

のᐃ義に┦当のバࣛࢶキがあり、まだᐃ義が༑分にᐃ

されていないことが分かった。➨に、大学のつᶍによ

らࡎ、多様な✀㢮の居室タࣉがࡳられたことである。

現在、混住寮の居室タࣉとしては、ಶ室タࣉ、ルー

ࣘ、ࣉアタ࢙シ࣒ のࣉトタࢵࢽ 3✀㢮がであるが、

特にࣘࢵࢽトタࣉにおいて、1 トあたりの人ᩘࢵࢽࣘ

にᖜ（3㹼8 人）があることが分かった。➨୕に、「後

の取組」のグ㏙において、様ࠎな教育的ྍ能ᛶを目ᣦす

構想がᏑ在し、特に RAの活用について多くの活用の方ྥ 

 
大学ྡ H2 

⥲学生ᩘ

㸦ே㸧 

学

㒊

ᩘ 

混住ᑅに住ࡴ

␃学生ᩘ㸭᪥

ᮏே学生ᩘ

㸦H2㸧 

混住ᑅのタ⨨≧ἣ 

�.㛗ᒸᢏ⾡⛉
学大学 

2332 1 ����� ⌧ᅾࠊ ࠋの学生宿舎をて混住ࡘ

�.㔠ἑ大学 1�21 1� 11�3 H2�に࢘ࣁ࢙ࢩス型㸦␃ ᪥㸰㸧ࠊ�
の␃学生宿舎を᪂タࠋ 

�.㇏ᶫᢏ⾡⛉
学大学 

21�� 1 3��3� H2� めの᪥ᮏㄒࡓ混住ᑅධᒃのࡽ
ຊにࡼるไ㝈をࡸめࠋࡓ 

�.ி㒔ᕤⱁ⧄
⥔大学 

��� 1 ��� H2 に大学の␃学生とࡶὶ࡛ࡀ
 ࠋる混住タを❹ᕤࡁ

�.ዉⰋ先➃⛉学
ᢏ⾡大学㝔大学 1�3� 1 13����� 㛤学௨᮶ࠊ �1�ᡞて混住型ࠋ 

�.ᒸᒣ大学 1311 11 ��2 H2 ᅜ㝿ὶ㤋を混住ᑅにኚࡾࡼ
᭦ࠋ 

�.⇃ᮏ大学 1�12 7 1�2� H2� 学生宿舎を混住型宿舎␃ࡾࡼ
ኚ᭦ࠋ 

�.ᅜ㝿ᩍ㣴大
学 

�22 1 1����27 学生ᑅ１ࡘと学生パーࢺ㸲ࡘは㛤

学ࡾࡼて混住ࠋ 

�.ὠ大学 1��2 1 2���7 H23 ࡾࡼグローバルのྲྀࡳ⤌ࡾと
して混住ᑅをタ⨨ࠋ 

�.ᅜ㝿ᇶ╩ᩍ
大学 

2�1� 1 ����3� 㛤学ᙜึࡽてのᑅࡀ混住ࠋグロー

バル࢘ࣁスは�ே࡛ࣘࢺࢵࢽᚲࡎ␃学
生とᒃ住ࠋ 

�.Ⱚᾆᕤᴗ大
学 

�3�7 3 31�7 H2 にᅜ㝿ὶのᶵ⬟をᣢࡘ混住ᑅ
を᪂タࠋ 

�.ୖ ᬛ大学 132�3 � 13���� H2�に混住ᑅ㸦ᩍ⫱ᑅ㸧を㛤タࠋ␃学
生のྜは 3分の  ࠋࠊ2

�.ᮾὒ大学 2�2�3 12 ��� ᚋ IESとの༠ᐃにࠊࡾࡼ混住ᑅのඹ
ྠ㛤Ⓨを⾜ࠋ࠺ 

�.ἲᨻ大学 2��2 1� ��� H27 のᑓ⏝ᑅをࡅパスྥࣥࣕ࢟ࡾࡼ
ᩚഛࠋ 

�.᫂大学 3227� 1� 32�1� H22ࡽ混住をᐇ⌧ࠋ᪥ᮏே 11�ᐊࠊ
␃学生 3ᐊࠋ 

�.❧ᩍ大学 2���2 1� 73�23� 3ࡘのᅜ㝿ὶᑅはて混住33ࠋ�ᐊ
ὀ ��ᐊࡀ␃学生⏝ࠋ 

�.創౯大学 ��� � 3��21� 㸰１の学生ᑅをಖ᭷ࠋH2ࡾࡼ�混住ᑅ
は㸱ᑅయไࠋ 

�.ᅜ㝿大学 322 1 23��3� ᑅไ�ྛࣇロに᭱ప１㸶ࣧᅜの学
生ࡀ混住ࠋ 

�.❧㤋大学 3���1 13 1���1 H2� ᖺࡽᩍ⫱ᑅとして⨨࡙ࠋࡅ
H27ᖺにᑅを᪂タணᐃࠋ 

�.関す学㝔大
学 

2�2�� 11 ���  ேࣘࢺࢵࢽ㸦1 ே␃学生㸧の混住ᑅ
をH27に౪⏝㛤ጞணᐃࠋ 

�.❧㤋ࢪ
 ኴᖹὒ大学

�37 2 777���� ␃学生は 1���混住ࠋᩍ⫱ᑅとしての
ᙺࠋ 

大学ྡ H2 
⥲学生ᩘ

㸦ே㸧 

学

㒊

ᩘ 

混住ᑅに住ࡴ

␃学生ᩘ㸭᪥

ᮏே学生ᩘ

㸦H2㸧 

混住ᑅのタ⨨≧ἣ 

     Aࣉࢱ
A.ᾏ㐨大学 17��� 12 13���� ᪥ᮏேྥࡅのᑅを混住型として࠸るࠋ

のࢺࢵࢽH22にዪᏊᑓ⏝㸶ேࣘࠊࡓࡲ
混住ᑅを㛤タࠋ 

A.ᮾ大学 17�2 1� 1��3�3 H1� に � ேࣘࢺࢵࢽの混住ᑅࠊH2
に㸰ࡘの混住ᑅを㛤タࠋ学ࡧのሙとし

てྲྀ⤌をᐇࠋ 
A.⟃Ἴ大学 1��22 � ��2�1��� 創ᴗᙜึࡽᐇ㉁的にて混住ᑅࠋ

ᚋࠕグローバルࣞࣥࢹࢪスᡓ␎的ᩚഛ

ᵓࠖをᐇ⌧ࠋ 
A.ᮾி大学 2�72 1� 27��2 㸰ࡘの学生宿舎は㸱㸦2�7ᐊ㸧ࡀእ

ᅜே␃学生ࡀᒃ住する混住型ࠋ 
A.ᮾி་⛉ 
ṑ⛉大学 

1�1� 3 21��� ␃学生ࡀධᒃ࡛ࡁる㸲ࡘの宿舎の࠺

 ࠋは混住型ࡘ㸱ࠊࡕ

A.ᮾிᕤᴗ大
学 

�3�� 3 1�1�7� 11の学生宿舎のࠊࡕ࠺㸴ࡘのᑅࡀ混住
型ࠋ 

A.ྡ ྂᒇ大学 1��3 � 1��23 H1�ᖺᘓ⠏のᑅ㸦2�2ᐊ୰ ��ᐊࡀ␃
学生ධᒃᯟ㸧と H23 ᖺに成しࡓᑅ
は混住ࠋ 

A.ி㒔大学 22��� 1� �2�31 㸲ࣨᡤの学生ᐤ宿舎はධᑅ⪅を᪥ᮏ

ே学生に㝈ᐃしてࡓ࠸࡞࠸めࠊᐇែと

しては混住ࠋ 
A.大㜰大学 23�2� 11 2��11� ᚋࠊእᅜே࣭᪥ᮏேの混住を๓ᥦと

しࡓ 2,���ᡞつᶍのグローバル࣭ࣞࣅ
 ࠋをᩚഛணᐃࢪࢵ

A.ᗈᓥ大学 1�1�3 11 1�2��2 ␃学生の7ᙅࡀ混住型宿舎に᪤にᒃ
住ࠋ学生ྠኈのὶのࡓめのᵝ࡞ࠎ

 をᐇࢺࣥ࣋
A.ᕞ大学 1�7�� 11 111�32� 2ࡘの混住型宿舎にຍࠊ࠼␃学生と᪥

ᮏேࡀ�ே࡛ࣘࢺࢵࢽ住ࡴᑅと༙ᩘを
␃学生ࡀ住ࡴ宿舎をH2� に㛤ᑅࠋ 

A.᠕大学 33��1 1� 1�1� ⌧ᅾ㸲ࡘの混住型宿舎をಖ᭷ࠋ学生宿

舎のⓎᒎ型と࡞るᅾ型ᩍ⫱タࠕᮍ

᮶創㐀ሿࠖをᘓタணᐃࠋ 
A.᪩✄⏣大学 37� 12 ������ ᪤Ꮡの┤営ᑅࠊᥦᦠᑅのとࡀࢇ混

住型ࠋH2� に㤳㒔ᅪ᭱大࡛ᐃဨの༙
分は␃学生のࠕ'ISHࠖを㛤タࠋ 

     �ࣉࢱ

�.༓ⴥ大学 13��3 1� ��� ᖹ成 2�ᖺ3ࠊ�ᖺに࢘ࣁ࢙ࢩスࢱ
 ࠋ混住ᑅを❹ᕤணᐃࡓをᇶᮏとしࣉ

�.ᮾிእㄒ大
学 

3��� 3 7�1�7 H2 に混住型のᅜ㝿ὶ㤋 3 ྕ㤋
をタ⨨ࠋ 

�.ᮾி⸤⾡大
学 

322� 2 2�1�� H2� に混住ᑅࠕ⸤ᚰᑅ㸦⥲ᡞᩘ 3��
ᡞ㸧ࠖ をタ⨨ࠋ 

⾲ 1 �	�採択大学 ��ᰯにࡅ࠾る混住ᑅの≉ᚩ 

ᛶがグ㏙されていた。37ᰯ中 35ᰯの大学が、混住寮の

後の取組について、留学生のᣑ大にక࠺居住空間の供 

⤥とい࠺目的以外に、混住寮を「国際ὶや␗文化理ゎ

を῝める場」、「య的な学びを育ࡴ場」、「グローバル人

材を育成する場」などとᤊえて運営する方㔪であること

がグ㏙されており、「教育寮」としての運営が意㆑されて

いることが分かった。 

 

㸱．先導的事例のㄪᰝ 
�.1 事例ㄪᰝのᴫせ 

本調ᰝの先導的事例として、7 ᰯの混住寮を取り上げ

てᐇ地調ᰝを行った。7ᰯの調ᰝᴫせは⾲ 2の㏻りであ

る。これら 7ᰯの混住寮は、寮を単なる生活のための居

住空間としてだけではなく、RAなどを㓄⨨し、留学生と

のὶやグローバル人材の育成を目的の 1つとして運営

を行っている事例をᢳ出した。ࡑして、寮の視ᐹはて

ᢸ当⪅の内のもとでᐇ施した。また、ᕞ大学を㝖く

㸴ᰯにおいては、寮の視ᐹとྜわせて、寮の運営上の工

夫などを中心にᢸ当⪅のࣄアࣜングをᐇ施した。 
 

⾲ � ㄪᰝᴫせ 

大学ྡ 寮のྡ⛠ ゼၥ日 ࣄアࣜングの有無

㸭ࣄアࣜング間 
ᕞ大学 ձド࣑トࣜー㸱 

ղఀ都༠ዌ㤋 
2�1�年 �᭶ 無 

᪩✄田大学 国際学生寮'ISH 2�1年 ᭶ 有㸭⣙ 3�分 
㔠ἑ大学 先㨥 2�1年 2᭶ 有㸭⣙ ��分 
国際教㣴大

学 
ձこまࡕ寮 
ղさくらࣦレࢵジ 

2�1年 2᭶ 有㸭⣙ ��分 

国際基╩教

大学 
ձグローバル࢘ࣁス 
ղḎ寮 

2�1年 7᭶ 有㸭⣙ ��分 

Ⱚᾆ工業大

学 
国際学生寮 2�13年 �᭶ 有㸭⣙ 3�分 

❧㤋アジ

アኴᖹὒ大

学 

ձAP࢘ࣁスϨ 
ղAP࢘ࣁスϩ 

2�1�年 �᭶ 有㸭⣙ ��分 

 
�.� 事例ㄪᰝの⤖ᯝ 

 7ᰯの大学において、大学がᡤ有する 11の混住寮を視

ᐹした。調ᰝ結果のᴫせは⾲ 3 注 1)注 2)の㏻りである。加

えて、ࣄアࣜングの結果をྜわせてሗ࿌するが、」ᩘの

寮を視ᐹした大学においては、設⨨年が新しい事例を取

り上げ、ࡑのᴫせをヲ㏙する。 

   

１）事例調ᰝ 1「ド࣑トࣜー㸱」（ᕞ大学） 
 ᕞ大学は 1911年に設⨨された⚟ᒸ┴に❧地する国 
❧大学で、「教育の㉁を国際的にಖドするとともに、ᖖに

ᮍ᮶の課㢟にᣮᡓする活ຊに‶ࡕた᭱高Ỉ準の研究・教

育ᣐ点となる」を基本理ᛕとしている。 

 本事例はఀ都キࣕンパスからᚐṌ 5分程度のᡤに㞄᥋

された 5㝵建の寮である。4人を 1つのࣘࢵࢽトとし、

中ᗞをᅖんだᙧで各㝵は ト（32人）で構成されࢵࢽ8ࣘ

ている注 3) 。また、2つのࣘࢵࢽトが共有して用するバ

ルࢽࢥーがあり、ࡑこにはࢸーࣈルと᳔Ꮚが設⨨されて

おり、8 人単でのὶをಁす組ࡳになっている。1

㝵には多目的室、建物の外にはバー࣋キࣗーがྍ能な設

ഛがഛえられている。 
 

㸰）事例調ᰝ 2「国際学生寮'ISH」」（᪩✄田大学） 
᪩✄田大学は 1920 年に設⨨されたᮾி都市ᅪに❧地

する⚾❧大学で、ୡ⏺の教育、ୡ⏺の研究をࣜードする

“��)! �͇を作り上げることを目ᣦしている。 

 本事例は、グローバルࣜーࢲーを㣴成するためには大

つᶍ学生寮がᚲせであるとのㄆ㆑から、キࣕンパスに㏆

い場ᡤにᅵ地探しから行い、建設された。11㝵建の建物

の 2㝵から 11㝵が学生寮になっており、１㝵は生ᾭ学⩦

の教育施設（「᪩✄田大学ࢡ࢚スࢸンシࣙンࢭンター中野

ᰯ」）として地域に㛤かれた施設になっている。 

 居室は 4人を୍組としたࣘࢵࢽトタࣉで、ಶ室とࣜ

ングは、ᗯࣅトのࣜࢵࢽングで構成されている。各ࣘࣅ

下ഃがࣛ࢞スᙇりになっており、ᗯ下からࣜࣅングの様

Ꮚが見えるよ࠺になっている。これにより、ࣜࣅングス

   。ースが学生┦に㛤かれた場として設計されている࣌

１つのࣇロアは 95ྡの学生が居住しており、各ࣇロア

には、共用のキࢳࢵン、ࢽࢲングス࣌ース、トレ、

シࣕワーなどが設けられ、ࣇロア単のࢣࢽ࣑ࣗࢥーシ

ࣙンもಁ進する。なお、ࣇロアは⏨Ꮚ専用のࣇロアとዪ

Ꮚ専用ࣇロアに分かれており、࢚レ࣋ーターにる場ᡤ

に⏨ዪูのࢭキࣗࣜࢤࢸートが設けられている。2 㝵

部分には、多目的室だけではなく、㡢ᴦ室やࢵࣇトࢿ

スジ࣒などの設ഛがᩚえられており、寮での生活をᴦし

 。になっている࠺るよࡁことがでࡴ

運営㠃では住ࡳ㎸ࡳの࢘ࣁス࣐スター、上⣭生の RA

などを㓄⨨し、寮生活を࣏ࢧートしている。 
  
㸱）事例調ᰝ 3「先㨥」（㔠ἑ大学） 
㔠ἑ大学は 1949 年に設⨨された▼川┴に❧地する国

❧大学で、ୡ⏺に㛤かれた教育㔜視の研究大学の⨨づ

けをᣢࡕᨵ㠉に取り組ࡳ、㝣さらにはᮾアジアにおけ

る▱のᣐ点を目ᣦしている。 

「先㨥」は㔠ἑキࣕンパスが⛣㌿したことにより、現

Ꮡの宿舎からキࣕンパスまでの㊥㞳が㐲くなることを⪃

៖し、⛣㌿先のゅ間キࣕンパス内に新たに設⨨された。 

建物は 6Ჷで構成され、1Ჷが⏨ዪ共用、2Ჷが⏨Ꮚ宿
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舎、3 ᲷがዪᏊ宿舎である。宿舎の᭱大ᐜ人ᩘは 104

ྡで、8ྡを 1つのࣘࢵࢽトとした 2㝵建のシ࢙ア࢘ࣁ

スタࣉが13ᡞあり2㹼3ᡞで1Ჷの宿舎となっている。

建物が 1Ჷではなく分Ჷ㓄⨨になっていることが特徴で

ある。建物は 1㝵に共用 LDKとỈᅇりと 3部ᒇのಶ室、2

㝵にỈᅇりと 5室のಶ室とい࠺構成になっている。居住

する 8ྡの学生の内ヂは 6ྡが外国人留学生で、2ྡが

日本人学生となっており、日本人学生は留学生の生活の

⿵ຓや共ྠ生活における運営を行࠺ RA をົめることが

入居᮲௳として義ົけられている。また、事業㠃の特

徴としてẸ間の業の㈨㔠で建設され、成後に大学に

ᡤ有ᶒを⛣㌿した上で、事業⪅が⥔ᣢ⟶理・運営を行な

࠺ BTO方ᘧࢧーࣅス㉎入型で、事業⪅ഃは大学ഃが支ᡶ

により事業（スᑐ౯㈿支ᡶいࣅーࢧ）ᐙ㈤入など࠺

㈝をᅇする組ࡳとなっており、⟶理は当ヱ事業⪅が

行なっている。なお、共用Ჷは大学が建設㈝を㈇ᢸして

いる。 
 

㸲）事例調ᰝ㸲「さくらࣦレࢵジ」（国際教㣴大学） 
国際教㣴大学は 2004 年に設⨨された⛅田┴に❧地す

るබ❧大学である。外国ㄒの༟㉺したࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙ

ン能ຊと㇏かな教㣴、グローバルな視野をకった専㛛▱

㆑を㌟につけたᐇ㊶ຊのある人材を育成し、国際社会と

地域社会に㈉⊩することをとしている。学内に 1年

生ဨが入居する義ົ寮（「こまࡕ寮」）と、2 年生以上

が入居する 3 つの学生宿舎（「ࣘࢽバーシࣦࢸレࢵ

ジ」、「グローバルࣦレࢵジ」、「さくらࣦレࢵジ」）を

ഛえており、⣙ 90㸣の学生が学内に居住している。 

本事例は 2013年に❹工、運用が㛤ጞされた大学で᭱ 

も新しい学生宿舎である。ࡑれ以前の寮の居室は、１人

用または 2人用のಶ室タࣉであったが、学年が上がる

につれ、シ࢙アよりもࣛࣉバシーの高いಶ室空間をᕼ

ᮃするኌもあり、ࣘࢵࢽトタࣉとして設⨨した。3 人

のࣘࢵࢽトにはでࡁるだけ多様な背景の学生が組ྜࡳわ

さるよ࠺に工夫されており、基本的には日本人学生 2人、

留学生 1人の組ྜࡳわせになっている。 
 
㸳）事例調ᰝ㸳「Ḏ寮」（国際基╩教大学） 
国際基╩教大学は 1953 年に設⨨されたᮾி都市ᅪに

❧地する⚾❧大学である。ࣜࣛ࣋ルアー࢝・ࢶレࢵジで

あり、ୡ⏺基準の「人教育」を教学方㔪としている。9

つの寮のてがキࣕンパス内に設⨨され、教育寮として

⾲ 3 事例ㄪᰝの⤖ᯝ୍ぴ㸦1㹼3㸧ὀ 4㸧 

大学名 1. 九州大学 2. 早稲田大学 3. 金沢大学
寮の名称 ① ドミトリー3

② 伊都協奏館
国際学生寮 WISH 先魁

設置年 ① 2014年、② 2014年 2014年 2012年
事業主体 大学直営 大学直営 民間活用／BTO方式サービス購入型
所在地 福岡県福岡市 東京都中野区 石川県金沢市
場所　 ① キャンパス隣接、② キャンパス隣接 キャンパス外 キャンパス内
構造 ①鉄筋コンクリート造 5階建

②鉄筋コンクリート造 9階建
鉄筋コンクリート造 11階建
一部 鉄骨造・免震構造

軽量鉄骨造 2階建（住居棟）
鉄骨造 1階建（共用棟）

住戸タイプ ① ユニット（4人）
② 個室/ルームシェア（2人）/家族室

ユニット（4人） ユニット（8人）

部屋面積 ① 個室 7㎡ + 共用LDK 28㎡
② 個室 17㎡、シェア（2人）41㎡

個室 8.6㎡ + 共用ラウンジ等 32㎡ 個室 8.5㎡ + 共用LDK 15㎡

最大収容人数 ① 136人、② 601人 872人（257室） 104人（13ユニット）
平面プラン

外観写真

0 5 10 20 30m

N

N N
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⨨づけられている。2017年度には新たに 2つの寮が㛤

寮するணᐃである。 

本事例の「Ḏ寮」は 2010 年に設⨨された寮であり、

教㣴学部に在学する 1、2年生を居住ᑐ㇟としている。3

㝵建の寮の 1㝵には⏨Ꮚ、2・3㝵にはዪᏊが居住してい

る。各㝵にはᩘྡの 3年生が「ࢸࢽ࣑ࣗࢥアシスタン 

ト」として居住し、寮生活を࣏ࢧートしている。 

「Ḏ寮」の特徴は、各㝵の居住空間に「ࢵ࣏ド」と

れるࡤ 3つのまとまりのある࢚ࣜアが設けられているこ

とである。各ࢵ࣏ドはシ࢙アタࣉ 7室から構成され、

᭱大 14ྡが居住し、共有のトレ、シࣕワールー࣒、Ὑ

㠃ᡤなどがある。各㝵には 3つのࢵ࣏ドがシ࢙アするキ

アに設けられ࢚ࣜンとὙ℆室、物ᖸし場などが共用ࢳࢵ

ている。1 㝵にはู㏵ࣛ࢘ンジとࢯーシࣕルルー࣒が設

けられており、寮生が集まる場として、ࢵ࣏ド㸭㝵㸭寮

とい࠺ 3つの㝵ᒙࡈとに共用空間が設ᐃされている。 

ードキーで入㤋➼の࢝、ー㠃に㓄៖しࢸキࣗࣜࢭ

ての⟶理を行っており、ཎ๎、寮生ཬび寮生のᐙ᪘以外

は入㤋でࡁない。各㝵の居住空間の入口にはドアが設け

られており、ࡑの㝵の居住⪅以外は入れないシス࣒ࢸに 

なっている。また、1㝵に⟶理人室と⟶理人住居があり、

24間యไで࣏ࢧートしている。 
 

㸴）事例調ᰝ㸴「国際学生寮」（Ⱚᾆ工業大学） 
Ⱚᾆ工業大学は 1949 年に設⨨されたᮾி都市ᅪに❧

地する⚾❧大学である。理工⣔大学として、「ୡ⏺に学 
び、ୡ⏺に㈉⊩する理工⣔人材の育成」を教育理ᛕとし 

て、ୡ⏺に㏻じる౯್共創型教育の☜❧を目ᣦしている。

して、2013年ࡑ 3᭶に大ᐑキࣕンパスに国際学生寮を新

設している。本事例は、留学生と㐲㊥㞳出㌟⪅である日

本人学生のための、ᐜᐃဨ⣙ 120ྡの学生寮であると

ともに、国際ὶの機能もేせもつ多目的施設として計

画されている。 

国際学生寮は2ࠥ5㝵の居室部分を3点ᘧのࣘࢵࢽトバ 

スをഛえるワンルー࣐࣒ンシࣙン型のಶ室タࣉとして

ートな空間を☜ಖしつつ、各㝵の中ኸ部の࣋ࣛࣉ EV

から居室に⮳る⤒㊰に㠃して、1ࣇロアの 32居室が共用

するシ࢙アキࢳࢵンやࣔࢥンࣛࢸスに㠃したࣔࢥンルー

ーシࣙンを創ࢣࢽ࣑ࣗࢥを設け、居住⪅間の日ᖖ的な࣒

Ⓨする空間としている。加えて、1 㝵部分には、学生グ

ルーࣉが用ྍ能な࣑ーࢸングルー࣒やᒇ外のᗈ場ス 

 るグローࡁースに㠃してㅮ₇会など多目的な用がで࣌

バルࢨࣛࣉを設け、単なる居住用の学生寮ではないὶ 

 ⾲ 3 事例ㄪᰝの⤖ᯝ୍ぴ㸦4㹼7㸧 

4. 国際教養大学 5. 国際基督教大学 6. 芝浦工業大学 7. 立命館アジア太平洋大学
① こまち寮
② さくらヴィレッジ

① グローバルハウス
② 欅寮

国際学生寮 ① APハウス I
② APハウス II（シェア棟を含む）

① 2004年、② 2013年 ① 2001年、② 2010年 2013年 ① 1999年、② 2000年
大学直営 大学直営 大学直営 大学直営
秋田県秋田市 東京都三鷹市 埼玉県さいたま市 大分県別府市
キャンパス内 キャンパス内 キャンパス隣接 キャンパス隣接
① 鉄筋コンクリート造4階建
② 木造 2階建

① 鉄筋コンクリート造 4階建
② 鉄筋コンクリート造 3階建

鉄筋コンクリート造 5階建 鉄筋コンクリート造 5階建

① ルームシェア（2人）
② ユニット（3人）

① ユニット（4人）
② ルームシェア（2人）

個室（１階に研究者用家族ユニット） ① 個室
② 個室／ルームシェア（2人）

① 個室 14㎡ + 共用水回り
② 個室 8.8㎡ + 共用LDK 29.1㎡

① 個室 12㎡ + 共用
② 個室 25㎡

個室 17㎡ 個室タイプ 13㎡
ルームシェアタイプ 26㎡

① 184人、② 107人 ① 68人、② 126人 120人 ① 425人、② 個室477人＋シェア378人

N N

N N
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の場や学びの場としてのᛶ᱁をもつ施設として計画され

ている。 

また、運営㠃では、各㝵に 2ྡの大学院生を RAとして

㓄⨨し、ὶ࣋ントの画❧や᭶例の入寮⪅による

ングのᐇ施などに当たっている。本事例ࢸー࣑ロアࣇ

では、⟶理運営会社がᖖ㥔の⟶理⪅として㞠用した寮㛗

夫ጔがタࣜア人と日本人のࣉࢵ࢝ルであったため、日

ⱥ ゝㄒᑐᛂが出᮶るయไが構築されたࡴ国ㄒをྵ࢝2

とい࠺ᖾ運にもᜨまれ、学生課⫋ဨや RAとともに運営に

当たっている。 
 
㸵）事例調ᰝ㸵「AP࢘ࣁス」（❧㤋アジアኴᖹὒ大学） 
❧㤋アジアኴᖹὒ大学は 2000 年に設⨨された大分

┴に❧地する⚾❧大学である。「⮬⏤・ᖹ・ࣗࣄーࢽ࣐

を「アジアኴᖹὒのᮍ᮶創㐀」、「国際┦理ゎ」、「࣒ࢬ

基本理ᛕとして、アジアኴᖹὒ地域のᮍ᮶創㐀をᢸ࠺人

材の育成と新たな学ၥの創㐀を目ᣦしている。大学の寮

としては、キࣕンパスに㞄᥋するᙧで「A࢘ࣁ�スϨ」と

「A࢘ࣁ�スϩ」があり、学外に「A࢘ࣁ�スϪ」がある。 

A࢘ࣁ�スは、大学設❧を計画したに「留学生の日本

ㄒ」、「㈈政」、「留学生の住居」とい࠺ 3つの課㢟があり、

のᨵၿ⟇のࡑ 1つとして混住寮としての「A࢘ࣁ�ス」が

設❧された。留学生は 1年ḟの入寮が義ົづけられてい

る。日本人学生の入寮ᕼᮃは多いが、入居でࡁるのはᕼ

ᮃ⪅の༙ᩘ程度である。寮の留学生と日本人学生のྜ

は留学生が 66㸣、日本人学生が 34㸣である�2013年 3᭶

現在)。A࢘ࣁ�スはϨとϩに分かれており、各࢘ࣁスは 3

つのᲷからなる。 1999年、2000年にಶ室用の A࢘ࣁ�

ス � （425人）と A࢘ࣁ�スϩ（477人）が建設され、2007

年にᘬᡞで部ᒇをษったり᥋⥆したりでࡁる住ᡞから

なるシ࢙アᲷ（189×2㸻378 人）が建設された。各࢘ࣁ

スの 1㝵部分はࣖࣜࣅードや༟⌫ྎなどのፗᴦ施設と␚

のス࣌ースなどを設けたࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙンス࣌ースと

なっており、ࣇロアࡈとにキࢳࢵンが設けられ、学生㐩

のὶをಁ進する場となっている。 

A� スの特徴は寮ᢸ当の⫋ဨが」ᩘいることであ࢘ࣁ

る。現在、6ྡの専㛛のᢸ当⫋ဨが RAᢸ当、教育ࣉログ

ᢸ当などに分かれて教育的意義のある寮をつくりあ࣒ࣛ

げている。また、寮の運営、ࣉログ࣒ࣛの画、RAの㑅

⪃、RA研ಟなどに、教ဨがᦠわっている部分もある。 

 

㸲．
 運営ୖのᕤኵࡓをά⏝し࡞�

ḟに、RA の運用にຊを入れているとい࠺特Ⰽがある

「国際教㣴大学」、「❧㤋アジアኴᖹὒ大学」の 2ᰯを

取り上げて、ࡑの運営㠃についてሗ࿌する。 
 

１）国際教㣴大学 

国際教㣴大学では、」ᩘの寮を運営しているが、寮の

教育ࣉログ࣒ࣛとして特徴があるのは「こまࡕ寮」であ

る。「こまࡕ寮」は大学の理ᛕであるグローバルな社会・

地域社会に㈉⊩する人材を育成するため、1年生の義ົ 

寮として設⨨されている。ษりなしのルー࣒シ࢙アで、

7�5 ᖂのス࣌ースを 2人で共有するため、㝈られたス࣌

ースでの共ྠ生活はストレスやトࣛࣈルもあるが、᭱ึ

にルー࣓࣒トとルーࢥ࣒ントࣛࢡトを作ることで、ト

てࡁルを㍍ῶすることがでࣈᡈいはトࣛ、ࡄルを㜵ࣈࣛ

いる。また、国際教㣴大学では、1 年間の留学が義ົ

けられており、どのよ࠺な環境でも㐺ᛂでࡁるຊを育成

するためにも、１年ḟにはルー࣒シ࢙アを推ዡしている。 

2014年度の「こまࡕ寮」の RAは 8人（寮生の⥲ᩘ 240

人）で、᭶に 2（こまࡕ寮 ⿵᭶のᐙ㈤┦当）の࢝1

ຓを受けている。RAの㑅⪃は書㢮ᑂᰝと㠃᥋の 2ẁ㝵で、

ⱥㄒと日本ㄒのࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙン能ຊ、ࣉレࢮンࢸー

シࣙン能ຊ、1年間 RA業ົを⥅⥆でࡁることを㔜視して

いる。RAのほとんどは日本人学生であるが、学部や大学

院の留学生が 1㹼2人、RAとしてཧ加することもある。 

RAไ度は 2005年度から㛤ጞしているが、2013年度よ

り大ᖜにࣉログ࣒ࣛをᨵኚし、1᭶から 3᭶にかけて RA

ࣜーࢲーシࣉࢵ㣴成期間として、20㹼25間のトレーࢽ

ングㅮᗙを行っている。な内ᐜは教授による「ࣜーࢲ

ーシࣉࢵㄽ」、࢘࢝ンࣛࢭーによる「⮬分のẼࡁ、ヰの 

 、方、┦ㄯᑐᛂ」、┳ㆤᖌによる「Ẽ、⥭急ᑐᛂ」ࡁ⪺

、「➼トとのၥ㢟ᑐᛂ࣓࣒ルー」としてーススタデࢣ

学生がᐇ際に画を❧てる「活ືࢽࣛࣉング、画・運

営」などで、ᐇ㊶的なࣉログ࣒ࣛをᐇ施している。3 ᭶

の後༙は 9から 17まで、事ົᒁ学生課とともに新入

生受け入れの準ഛをしており、共ྠ作業を㏻して RAྠ士

の結᮰をᙉめるとともに、ᐇ㊶の準ഛ期間としている。 

RAはࣛ࣎ンࢸアの �$&&( R!'(!)!%*�*#+!)（以下 �R）

とともに、ྠじࣇロアに住ࡴ⣙ 30人の支援を行࠺（RA1

人㸩�R2人）。RAのᙺは寮生の⟶理、寮生ྠ士のὶಁ

進、寮生の࣏ࢧートなどである。学生課と RAဨで行࠺

RA 会㆟のཧ加（㐌 1 ᅇ）、ᢸ当ࣇロアの学生㐩のࣇロ

ア会㆟（㐺ᐅ）、ኪ 10以㝆に௦で見ᅇりをするパト

ロールなどのᙺもᢸ࠺。こまࡕ寮ཬび学生宿舎の RA

は 1年間 20のண⟬を運営し、ࣇロアや宿舎の࣋ン
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の場や学びの場としてのᛶ᱁をもつ施設として計画され

ている。 

また、運営㠃では、各㝵に 2ྡの大学院生を RAとして

㓄⨨し、ὶ࣋ントの画❧や᭶例の入寮⪅による

ングのᐇ施などに当たっている。本事例ࢸー࣑ロアࣇ

では、⟶理運営会社がᖖ㥔の⟶理⪅として㞠用した寮㛗

夫ጔがタࣜア人と日本人のࣉࢵ࢝ルであったため、日

ⱥ ゝㄒᑐᛂが出᮶るయไが構築されたࡴ国ㄒをྵ࢝2

とい࠺ᖾ運にもᜨまれ、学生課⫋ဨや RAとともに運営に

当たっている。 
 
㸵）事例調ᰝ㸵「AP࢘ࣁス」（❧㤋アジアኴᖹὒ大学） 
❧㤋アジアኴᖹὒ大学は 2000 年に設⨨された大分

┴に❧地する⚾❧大学である。「⮬⏤・ᖹ・ࣗࣄーࢽ࣐

を「アジアኴᖹὒのᮍ᮶創㐀」、「国際┦理ゎ」、「࣒ࢬ

基本理ᛕとして、アジアኴᖹὒ地域のᮍ᮶創㐀をᢸ࠺人

材の育成と新たな学ၥの創㐀を目ᣦしている。大学の寮

としては、キࣕンパスに㞄᥋するᙧで「A࢘ࣁ�スϨ」と

「A࢘ࣁ�スϩ」があり、学外に「A࢘ࣁ�スϪ」がある。 

A࢘ࣁ�スは、大学設❧を計画したに「留学生の日本

ㄒ」、「㈈政」、「留学生の住居」とい࠺ 3つの課㢟があり、

のᨵၿ⟇のࡑ 1つとして混住寮としての「A࢘ࣁ�ス」が

設❧された。留学生は 1年ḟの入寮が義ົづけられてい

る。日本人学生の入寮ᕼᮃは多いが、入居でࡁるのはᕼ

ᮃ⪅の༙ᩘ程度である。寮の留学生と日本人学生のྜ

は留学生が 66㸣、日本人学生が 34㸣である�2013年 3᭶

現在)。A࢘ࣁ�スはϨとϩに分かれており、各࢘ࣁスは 3

つのᲷからなる。 1999年、2000年にಶ室用の A࢘ࣁ�

ス � （425人）と A࢘ࣁ�スϩ（477人）が建設され、2007

年にᘬᡞで部ᒇをษったり᥋⥆したりでࡁる住ᡞから

なるシ࢙アᲷ（189×2㸻378 人）が建設された。各࢘ࣁ

スの 1㝵部分はࣖࣜࣅードや༟⌫ྎなどのፗᴦ施設と␚

のス࣌ースなどを設けたࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙンス࣌ースと

なっており、ࣇロアࡈとにキࢳࢵンが設けられ、学生㐩

のὶをಁ進する場となっている。 

A� スの特徴は寮ᢸ当の⫋ဨが」ᩘいることであ࢘ࣁ

る。現在、6ྡの専㛛のᢸ当⫋ဨが RAᢸ当、教育ࣉログ

ᢸ当などに分かれて教育的意義のある寮をつくりあ࣒ࣛ

げている。また、寮の運営、ࣉログ࣒ࣛの画、RAの㑅

⪃、RA研ಟなどに、教ဨがᦠわっている部分もある。 

 

㸲．
 運営ୖのᕤኵࡓをά⏝し࡞�

ḟに、RA の運用にຊを入れているとい࠺特Ⰽがある

「国際教㣴大学」、「❧㤋アジアኴᖹὒ大学」の 2ᰯを

取り上げて、ࡑの運営㠃についてሗ࿌する。 
 

１）国際教㣴大学 

国際教㣴大学では、」ᩘの寮を運営しているが、寮の

教育ࣉログ࣒ࣛとして特徴があるのは「こまࡕ寮」であ

る。「こまࡕ寮」は大学の理ᛕであるグローバルな社会・

地域社会に㈉⊩する人材を育成するため、1年生の義ົ 

寮として設⨨されている。ษりなしのルー࣒シ࢙アで、

7�5 ᖂのス࣌ースを 2人で共有するため、㝈られたス࣌

ースでの共ྠ生活はストレスやトࣛࣈルもあるが、᭱ึ

にルー࣓࣒トとルーࢥ࣒ントࣛࢡトを作ることで、ト

てࡁルを㍍ῶすることがでࣈᡈいはトࣛ、ࡄルを㜵ࣈࣛ

いる。また、国際教㣴大学では、1 年間の留学が義ົ

けられており、どのよ࠺な環境でも㐺ᛂでࡁるຊを育成

するためにも、１年ḟにはルー࣒シ࢙アを推ዡしている。 

2014年度の「こまࡕ寮」の RAは 8人（寮生の⥲ᩘ 240

人）で、᭶に 2（こまࡕ寮 ⿵᭶のᐙ㈤┦当）の࢝1

ຓを受けている。RAの㑅⪃は書㢮ᑂᰝと㠃᥋の 2ẁ㝵で、

ⱥㄒと日本ㄒのࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙン能ຊ、ࣉレࢮンࢸー

シࣙン能ຊ、1年間 RA業ົを⥅⥆でࡁることを㔜視して

いる。RAのほとんどは日本人学生であるが、学部や大学

院の留学生が 1㹼2人、RAとしてཧ加することもある。 

RAไ度は 2005年度から㛤ጞしているが、2013年度よ

り大ᖜにࣉログ࣒ࣛをᨵኚし、1᭶から 3᭶にかけて RA

ࣜーࢲーシࣉࢵ㣴成期間として、20㹼25間のトレーࢽ

ングㅮᗙを行っている。な内ᐜは教授による「ࣜーࢲ

ーシࣉࢵㄽ」、࢘࢝ンࣛࢭーによる「⮬分のẼࡁ、ヰの 

 、方、┦ㄯᑐᛂ」、┳ㆤᖌによる「Ẽ、⥭急ᑐᛂ」ࡁ⪺

、「➼トとのၥ㢟ᑐᛂ࣓࣒ルー」としてーススタデࢣ

学生がᐇ際に画を❧てる「活ືࢽࣛࣉング、画・運

営」などで、ᐇ㊶的なࣉログ࣒ࣛをᐇ施している。3 ᭶

の後༙は 9から 17まで、事ົᒁ学生課とともに新入

生受け入れの準ഛをしており、共ྠ作業を㏻して RAྠ士

の結᮰をᙉめるとともに、ᐇ㊶の準ഛ期間としている。 

RAはࣛ࣎ンࢸアの �$&&( R!'(!)!%*�*#+!)（以下 �R）

とともに、ྠじࣇロアに住ࡴ⣙ 30人の支援を行࠺（RA1

人㸩�R2人）。RAのᙺは寮生の⟶理、寮生ྠ士のὶಁ

進、寮生の࣏ࢧートなどである。学生課と RAဨで行࠺

RA 会㆟のཧ加（㐌 1 ᅇ）、ᢸ当ࣇロアの学生㐩のࣇロ

ア会㆟（㐺ᐅ）、ኪ 10以㝆に௦で見ᅇりをするパト

ロールなどのᙺもᢸ࠺。こまࡕ寮ཬび学生宿舎の RA

は 1年間 20のண⟬を運営し、ࣇロアや宿舎の࣋ン

トなどを✚ᴟ的に画し、寮内ཬび学内居住⪅とのὶ

をಁ進している。 
 

㸰）❧㤋アジアኴᖹὒ大学 

大つᶍな寮であるため⟶理・運営は、A࢘ࣁ�スでは教

⫋ဨのに、RAとよࡤれる学生組⧊の༠ຊのもとで行っ

ている。A࢘ࣁ�スの RAは 64人で、௦⾲ 1人、௦⾲ 2

人、Ჷのࣜーࢲー6人を㓄⨨している。RAは 1つのࣇロ

アに 2 人㓄⨨（国内生 1 人、国際生 1 人）され、⣙ 20

人の学生のࣇロアࢿ࣐ジ࣓ントを行っている。RAの㑅⪃

は教⫋ဨの㠃᥋で㑅⪃され、ዡ学㔠は᭶ 2である。 

RAのᙺはにࣇロアࢿ࣐ジ࣓ント（ᢸ当ࣇロアの寮

生の࣏ࢧート、ὶಁ進、⟶理など）と寮యの⟶理・

ὶಁ進である。寮の運営を行࠺ために、RAはẖ㐌 1ᅇ

の RA会㆟のཧ加が義ົけられており、᭶に 1ᅇのࣇ

ロア࣑ーࢸングの㛤ദ、寮内で行われる࣋ントの

画、࣑ࢦの分ูࢡࢵ࢙ࢳなどのᙺをᢸ࠺。RA会㆟など

はて日本ㄒとⱥㄒの 2ゝㄒで行われている。RAの活ື

をに行࠺ために、RA㛤ጞに 1Ἡ 2日のྜ宿をྵࡴ

⣙ 1㐌間の研ಟがあり、RAの心ᚓ、ၥ㢟のᑐᛂの方

などを学ࡪ。寮యで スターに寮生から集めた⣙࣓ࢭ1

120（1人 1�000�1�200ྡ）の࣋ント㈨㔠があ

り、ࡑれを RAが運用し、様ࠎなつᶍの࣋ントなどを行

い、寮内のὶをಁ進している。 

 
㸳．ࡲとめとᚋのᒎᮃ 
 

 て࠸ࡘᒃᐊとඹ⏝㒊の✵㛫ᵓ成ࠖにࠕ1.�

➨ 3章の結果から、「居室と共用部の空間構成」にはḟ

の特徴があることが明らかになった。➨୍に、混住寮の

居住タࣉは、2 章でもゐれたとおり、ಶ室タࣉ、ル

ー࣒シ࢙アタࢵࢽࣘ、ࣉトタࣉの 3✀㢮がである

が、㏆年はࣘࢵࢽトタࣉがὶとなっており、1 ࢽࣘ

トࢵࢽࣘ。トあたりの人ᩘにᖜがあることが分かったࢵ

タࣉが多くなったせᅉとしては、ᐙᗞでのಶ室の୍⯡

化などのኚ化から、ಶ室タࣉのࢽーࢬが高まっている

୍方で、教育的効果としては、ルー࣒シ࢙アの方が効果

が高いと⪃えられており、双方のせㄳの୧❧をヨࡳてい

ると⪃えることもでࡁる。国際教㣴大学の「こまࡕ寮」

は、設❧にᚑ前の⡿大学日本ᰯの寮をᘬࡁ⥅いだと

い࠺ไ⣙にも㉳ᅉするが、ス࣌ースを学生とシ࢙アす

る⤒㦂を㔜せ視し、ルー࣒シ࢙アを推ዡした運用となっ

ている。❧㤋アジアኴᖹὒ大学の A࢘ࣁ�スは「A� ࣁ

ᡞの㛤㛢ࡁアᲷをే設し、ᘬ࢙スϩ」を建てる際にシ࢘

により 2つのಶ室をルー࣒シ࢙アタࣉに㏆いᙧで運用 

でࡁる住ᡞが導入されている。国際基╩教大学は、「グロ

ーバル࢘ࣁス」でࣘࢵࢽトタࣉを設⨨したが、ࡑの後

に建てられた 3つの寮（Ḏ寮など）は㐀ᐙලなどで⊂

❧ᛶを高めたルー࣒シ࢙アタࣉにᡠしている。୍⯡的

には、⊂❧ᛶが高いಶ室タࣉのほ࠺が学生にはዲまれ、

共用部の少ないレア࢘トのほ࠺が⟶理に手間がかから

ないとゝわれているが、人間関係構築などの教育的効果

にも㓄៖して、居住⪅間の関わりの多いルー࣒シ࢙アを

あえて㑅ᢥしている事例があることが明らかになった。 
➨に、居住⪅間の関わりをಁす空間構成上の特徴や

工夫についてである。まࣇ、ࡎロアのᖹ㠃計画としては、 

中ᗯ下型で住ᡞ（ಶ室）を㓄⨨するᙧᘧがὶであるが、

には以下の特徴がㄆめられた。ᕞ大学の「ド࣑トࣜ

ー3」では、2つのࣘࢵࢽトをつなࡄバルࢽࢥーが設⨨さ

れており、居住⪅間の関わりをᣑ大しやすいよ࠺に工夫

されている。㔠ἑ大学の「先㨥」では 8人のࣘࢵࢽトを

集ྜ化し 1Ჷとして⊂❧させたタࣉを導入しており、

これはࣘࢵࢽトの⊂❧ᛶを高め、居住⪅間の関わりをಁ

すことで関係構築を目ᣦしたヨࡳと⨨づけられる。ま

た、国際基╩教大学の「Ḏ寮」では、「ࢵ࣏ド」ࡤれる

7 つのಶ室が取りᅖࡴよ࠺にまとまりのある㡿域として

㓄⨨された新しいタࣉの集ྜᙧᘧが採用されており、

これは、居住⪅の人間関係構築をより㔜視し、「居住空間

のまとまり」や「集まる場の⨨関係や┦作用」を⪃

៖した空間構成がヨࡳられた事例として⨨づけられる。 
 

 て࠸ࡘ運営ୖのᕤኵࠖにࡓをά⏝し࡞�
ࠕ�.� 

➨4章の結果から、「RAなどを活用した運営上の工夫」

について、ḟのよ࠺なㄽ点や課㢟が明らかになった。 
㏆年では、混住寮を単なる居住空間ではなく、大学に

おける学びの場の 1つとして⨨づける₻ὶが生まれて

いる。この観点からは、単に居住空間の提供に留まらࡎ、

寮でᚓられる学生の⤒㦂や学びの㉁が㔜せとなり、ࡑれ

らをዴఱに効果的に創出するのかが計画・運用上のせ点

となる。ᚑって、教育寮として⟶理・運営するためには、

まࡎは寮をᢸ当する教⫋ဨが専㛛ᛶを高め、ࡑの目ᶆを

明☜にして、㐺ษな教育的関を行࠺ことがでࡁるయไ

をᩚえるᚲせがある。加えて、学びの場として機能させ

るためには、「多様なゝㄒ・文化背景をᣢつ⪅との関係

構築の場」、「意義のあるయ㦂や学びがᚓられるⰋዲなࢥ

のࡑ。のᙧ成の場」となることも㔜せとなるࢸࢽ࣑ࣗ

ためには、居住⪅の人間関係構築をಁ進し、寮内の࣑ࢥ
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、を支える空間が用意されていることに加えてࢸࢽࣗ

運営上の工夫が㔜せとなり、ࡑの㠃では学生┦のὶ

を生ࡳ出し、寮の⟶理・運営にཧ画する RAが㠀ᖖに㔜せ

なᙺをᢸっていると⪃えられる。ᅇ、2 ᰯの事例を

調ᰝしたが、ࡑの調ᰝ結果からも、RAによる運営や活ື

の㉁を高めるためには、RAの㑅⪃方法の工夫や、研ಟや

ートのᐇがḞかせないと⪃えられる。また、RAの࣏ࢧ

運営や活ືが⮬ᚊ的に⥅⥆でࡁるよ࠺にするためには、

RAྠ士・RAと寮生のᑐヰの場や省ᐹの場の設ᐃ、ὶ活

ືのための㈨㔠提供などを㐺ษに行なっていくᚲせがあ

る。ᚑって、効果的な混住寮の⟶理・運営を行な࠺ため

には、このよ࠺な教育的関のあり方について㆟ㄽを進

めるᚲせがあり、よりయ⣔化した計画ㄽ・運営方法ㄽの

構築がྍḞである。 

このよ࠺に、寮における教育の㉁を高めることが求め

られる୍方で、大学の国際化にྥけた施⟇として後多

くの混住寮が設⨨されていくことを⪃えると、大学ഃの

㈇ᢸが㐣大とならࡠよ࠺に⟶理・運営でࡁるయไや方法

の構築もᚲせである。ࡑの観点から⪃えると、手間がか

からࡎ⟶理がしやすい寮であるとい࠺ᣦᶆもྠに㔜せ

である。ただし、前㏙のよ࠺に混住寮における⟶理・運

営は、ࡑれ⮬యが学生の学びの㉁につながることもあり、

「学びの㉁を高めること」と「手間がかからࡎ⟶理がし

やすいこと」がトレードࣇ࢜の構ᅗに▷⤡せࡠよ࠺、双

方を高ḟඖで୧❧するため㆟ㄽを進めるᚲせがある。こ

の点では」ᩘのୡ௦の寮をもつ大学における、寮の計

画・運営୧㠃での進化の㐣程から学べる点が多くあると

⪃えられる。 

 

�.� ᚋのᒎᮃ 

上グの⪃ᐹをࡩまえると、大学における学びの場の 1

つである混住寮のあり方を⪃えるためには、後は「教

育・学び」と「⟶理・運営」の 2つの観点を視野に入れ、

これらを高いḟඖで୧❧させるための混住寮の建築計画

のあり方、RAの導入もྵめた⟶理・運営のあり方をさら

に研究していくことが㔜せである。また、㏆年は、ᾏ外

でも教育寮が注目を集めており、特に、2010 年度以㝆、

㡑国、シン࣏࢞ール、ྎ‴、㤶 、࣐࢜࢝などのアジア

のトࣉࢵ大学では、R!)# !%*#�$ �&$$!"!（⊂⮬の教育ࣉ

ログ࣒ࣛを提供する学生寮）が導入されるなど、新しい

教育環境のᨵ㠉的ኚ化の₻ὶが明らかになっている。

よって、後はこれらのᾏ外の事例もཧ⪃に、混住寮の

建築計画のあり方、RAの導入もྵめた⟶理・運営のあり

方を研究するとともに、混住寮の教育効果や寮生の学び

の㉁を᳨ド・ホ౯する方法を㛤Ⓨすることが求められる。 

ͤ本研究は 2014 年度明治大学新㡿域創成型研究「グローバル化௦の

国際学生宿舎の計画および運営に関する研究」によるຓ成、および 2014

年度明治大学大学院生研究調ᰝࣉログ࣒ࣛຓ成「留学生と日本人学生の

生活場㠃における学び̿寮生活を中心に̿」を受けて行なわれた。 
 
注 1）⾲㸱の作成に当たって以下の文⊩・㈨ᩱ➼をྜわせてཧ↷した。

ᖹ㠃ࣛࣉンは以下にᥖ㍕されているᅗ∧をᘬ用・加工して、ྠ スࢣー

ルとなるよ࠺作成したが、作ᅗ上のไ⣙によるㄗᕪをྵࡴものである。

外観┿はて➹⪅のᙳによる。 
ᕞ大学：http:��www.isc.kyushu-u.ac.jp�supportcenter�   
housing�dormitory3 
᪩✄田大学：中野国際ࢨࣛࣉࢸࢽ࣑ࣗࢥ・パンࣇレࢵト 
㔠ἑ大学：見学㓄ᕸ㈨ᩱ，㔠ἑ大学国際機構支援室㸭学生部学生支

援課，2�1.2. 
国際教㣴大学：http:��web.aiu.ac.jp�campuslife�dormitory� 
国際基╩教大学：2�1 年度教㣴学部学生寮内，国際基╩教大学ࣁ
ス，2�1ࣇ࢜ジング࢘.1 
Ⱚᾆ工業大学: 国際学生寮・パンࣇレࢵト 
❧㤋アジアኴᖹὒ大学：JAFSA-KAIE Seminar 2�1� in Tokyo㈨
ᩱ集，JAFSA, 2�1�.12.1 
注 2）」ᩘの寮を視ᐹした大学に関しては、ᖹ㠃ࣛࣉンと外観┿は設 

⨨年が新しいものをグ㍕している。 

注 3）1㝵は 2つのࣘࢵࢽトのࡳ設⨨。 
注 4）7事例を⥙⨶するため、⾲ 3は見㛤ࡁ  。ージの構成としている࣌2
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